
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 
 

学 校 名 輪之内町立 仁木小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１日（土）～平成２６年１１月１４日（金） 

 

実 施 概 要 

①いなほ祭り 
②町文化祭 
③岐阜県ふるさと教育展 
④「人権の花いっぱい」運動・人権創作劇鑑賞  

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   約２６０  人 

計 約３２０ 人 地域関係者 育成関係・人権擁護委員等 
   約３０  人 

中学生   ３０   人 

 

 

 

実 施 状 況 
①いなほ祭り 
 ・授業参観 
 ・ふれあい標語表彰式＝地域づくり会議主催 
 ・ふれあい親子活動＝風船太郎のバルーンショー 
 ・５年生栽培の無農薬アイガモ米のおにぎりをメインとした昼食 
 
②町文化祭（作品展示＝１～２日） 
 ・ふるさとを題材にした児童の書写、図工作品を町文化会館に展示 
 
③岐阜県ふるさと教育展（取り組み概要展示＝１～１４日） 
 ・昨年度「ふるさと教育賞」受賞、取り組みの一端を県図書館に展示 
 
④「人権の花いっぱい」運動（１２日）・人権創作劇鑑賞（１３日） 
 ・今年度、人権教育推進校の指定を受けている。人権擁護委員の皆さん

と共に秋冬用の花苗に植え替える作業を実施 
 ・人権擁護委員さんによる創作人形劇を鑑賞 

 

成果及び課題 

・校内だけでなく、公共施設でも教育活動の一端を見ていただくことで、
学校に対する理解を深めることができた。 

・いなほ祭りでは、３年生が取り組んできた町特産品の懸崖菊を飾り、ま
た、５年生が取り組んでいるアイガモ米のＰＲ活動、おにぎり配布を通
して学習の意義や成果を伝えることもできた。 

・たてわり活動の柱の一つ「花の栽培」を人権擁護委員、役場担当課の協
力を得て進めることができた。 

・より「開かれた学校」を目指し、保護者だけでなく、地域に向けた情報
発信をこれまで以上に工夫していく。 

 
  


